
（１）　運営費交付金債務の増減の明細

　１）研究･育種勘定

（単位：円）

運営費
交付金収益

資産見返
運営費交付金等

資本剰余金 小　　計

10,058,527,000       8,809,561,298         271,250,971           -                          9,080,812,269         950,927,219           646,326,027           

注）資産見返運営費交付金等には、建設仮勘定見返運営費交付金（792,000円）を含んでおります。

　２）水源林勘定

　　該当事項がないため、記載を省略しております。

　３）森林保険勘定

　　該当事項がないため、記載を省略しております。

　４）特定地域整備等勘定

　　該当事項がないため、記載を省略しております。

（２）　運営費交付金債務の当期振替額及び主な使途の明細

　１）研究･育種勘定

①　運営費交付金収益への振替額及び主な使途の明細 （単位：円）

費用

2,624,716,066 2,624,716,066

1,722,383,656 1,722,383,656

1,214,390,047 1,214,390,047

2,231,739,220 2,231,739,220

1,016,332,309 1,007,698,346

- -

8,809,561,298 8,800,927,335

②　資産見返運営費交付金及び資本剰余金への振替額並びに主な使途の明細 （単位：円）

振替額 振替額

72,328,870 -

55,904,686 -

39,312,090 -

84,206,182 -

19,499,143 -

271,250,971 -

　２）水源林勘定

　　該当事項がないため、記載を省略しております。

　３）森林保険勘定

　　該当事項がないため、記載を省略しております。

　４）特定地域整備等勘定

　　該当事項がないため、記載を省略しております。

人件費:2,131,595,295円、消耗備品費：113,273,815円、その他：379,846,956円

　費用進行基準による振替額

運営費交付金の主な使途運営費
交付金収益

　期間進行基準による振替額 人件費：770,242,463円、消耗備品費：28,050,813円、その他：209,405,070円

人件費：957,109,338円、消耗備品費：57,418,318円、その他：199,862,391円

　費用進行基準を採用した業務はありません

　森林

１０．運営費交付金債務及び当期振替額等の明細

　令和元年度交付分

期　首　残　高
交付金

当期交付額

当期振替額

619,538,515            

区分

期末残高

人件費：1,572,578,537円、消耗備品費：127,664,590円、その他：531,496,093円

主な使途

　業務達成基準による振替額

　林業 人件費：1,389,445,767円、消耗備品費：71,947,332円、その他：260,990,557円

　木材

DNAシーケンサー9,817,500円、樹木昆虫飼育
施設（森林害虫実験棟）6,710,000円、その他
55,801,370円

　機能解明・林木育種

セグメント
資産見返運営費交付金等への振替 資本剰余金への振替

ポータブル植物光合成総合解析システム
12,000,681円、3次元レーザースキャナーシステ
ム9,917,640円、その他33,986,365円

合計

　木材
冷暖房装置（Ａ２）耐候性試験室3,615,176円、
ずり流動型動的複屈折測定装置2,754,000円、
その他32,942,914円

主な使途 主な使途

　森林

　共通
人事給与システム機能追加・変更5,438,400円、
屋外喫煙所2,035,000円、その他12,025,743円

合計

注)資産見返運営費交付金等には、建設仮勘定見返運営費交付金 792,000円を含んでおります。
　　（森林：0円、林業：0円、木材：792,000円、機能解明･林木育種：0円、共通0円）

引当金見返との相殺
額

　機能解明・林木育種
DNAシーケンサーシステム24,971,100円、照明
装置（00012）育成環境調整室5,315,588円、そ
の他53,919,494円

　林業



（３）　引当金見返との相殺額の明細

　１）研究･育種勘定 （単位：円）

振替額

304,512,542

273,384,475

89,973,083

176,516,571

106,540,548

950,927,219

　２）水源林勘定

　　該当事項がないため、記載を省略しております。

　３）森林保険勘定

　　該当事項がないため、記載を省略しております。

　４）特定地域整備等勘定

　　該当事項がないため、記載を省略しております。

（４）　運営費交付金債務残高の明細

　１）研究･育種勘定 （単位：円）

646,326,027

-

-

646,326,027

　２）水源林勘定

　　該当事項がないため、記載を省略しております。

　３）森林保険勘定

　　該当事項がないため、記載を省略しております。

　４）特定地域整備等勘定

　　該当事項がないため、記載を省略しております。

翌事業年度への繰越額はありません

　共通
賞与引当金見返50,909,090円
退職給付引当金見返55,631,458円

合計

　費用進行基準を採用した業務に係る分 費用進行基準を採用した業務はありません

計

運営費交付金債務残高 使用見込み

　業務達成基準を採用した業務に係る分

翌事業年度に繰り越した運営費交付金債務残高と使用見込みは以下のとおりであります

　森林：森林の多面的機能の高度発揮に向けた森林管理技術の開発は５年を要する業務であり、債務残高につ
いては、翌事業年度以降に188,901,874円を収益化予定であります

　林業：国産材の安定供給に向けた持続的林業システムの開発は５年を要する業務であり、債務残高について
は、翌事業年度以降に136,501,537円を収益化予定であります

　木材：木材及び木質資源の利用技術の開発は５年を要する業務であり、債務残高については、翌事業年度以
降に96,123,621円を収益化予定であります

　機能解明・林木育種：森林生物の利用技術の高度化と林木育種による多様な品種開発及び育種基盤技術の
強化は５年を要する業務であり、債務残高については、翌事業年度以降に224,798,995円を収益化予定でありま
す

　期間進行基準を採用した業務に係る分

セグメント
引当金見返との相殺

主な相殺額の内訳

　森林
賞与引当金見返159,496,134円
退職給付引当金見返145,016,408円

　林業
賞与引当金見返103,909,363円
退職給付引当金見返169,475,112円

　木材
賞与引当金見返71,513,825円
退職給付引当金見返18,459,258円

　機能解明・林木育種
賞与引当金見返116,272,004円
退職給付引当金見返60,244,567円


